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お
子
さ
ん
が
安
心
し
て
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス

や
子
育
て
中
の
親
子
が
気
軽
に
集
う
こ
と
が

で
き
る
場
を
提
供
す
る
た
め
、
平
成
29
年
４

月
27
日
、
き
び
プ
ラ
ザ
二
階
に
「
吉
備
中
央

町
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

●
多
世
代
交
流
室

●
多
世
代
交
流
室

　
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
を
対
象
と
し
た
遊
具

を
設
置
し
、
子
ど
も
た
ち
が
室
内
で
安
全
に

自
由
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
保

護
者
が
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
な
が
ら
、
親

同
士
、
お
年
寄
り
の
方
々
と
交
流
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
を
設
け

て
い
ま
す
。（
す

べ
り
台
・
ボ
ー

ル
プ
ー
ル
な
ど

の
大
型
遊
具
の

ほ
か
授
乳
室
・

調
乳
室
・
ト
イ

レ
を
完
備
）

●
多
目
的
室

●
多
目
的
室

　
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
乳
幼
児
を
対
象
と

し
た
遊
び
場
で
す
。
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

の
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、
子
育
て

ひ
ろ
ば
「
ゆ
う
」
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

学
習
や
読
書
が

で
き
、
幅
広
い

世
代
の
方
々
が

自
由
に
利
用
で

き
る
ス
ペ
ー
ス

と
な
っ
て
い
ま

す
。（
積
木
・

ま
ま
ご
と
セ
ッ

ト
等
を
設
置
）

●
会
議
室
、
相
談
室

●
会
議
室
、
相
談
室

　
育
児
や
発
達
相
談
、
栄
養
相
談
な
ど
子
育

て
に
関
す
る
相
談
お
よ
び
情
報
提
供
な
ど
を

行
う
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
町
内
団

体
の
方
々
が
会

議
室
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。
利

用
の
際
に
は
、

申
請
書
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

●
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス

●
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス

　
人
工
芝
を
敷
い
て
お
り
、
雨
の
日
で
も
裸

足
で
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
利
用
時
間

●
利
用
時
間

　
（
平　
日
）　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
（
土
日
祝
）　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

●
休
館
日
に
つ
い
て

●
休
館
日
に
つ
い
て

・�

毎
週
火
曜
日
（
た
だ
し
、
そ
の
日
が
祝
祭

日
に
あ
た
る
場
合
は
開
館
し
、
翌
日
が
休

館
と
な
り
ま
す
）

・
12
月
28
日
か
ら
１
月
４
日

・�

イ
ベ
ン
ト
、
点
検
等
に
よ
り
臨
時
休
館
日

が
あ
り
ま
す
。

●
対
象
年
齢

●
対
象
年
齢

　
就
学
前
児
童
（
０
歳
か
ら
６
歳
）

※�

遊
具
で
遊
ぶ
場
合
は
、
必
ず
保
護
者
等
同

伴
で
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
子
育
て
推
進
課　
子
育
て
推
進
班

 

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
２
８

館
内
施
設

館
内
施
設

施
設
を
利
用
さ
れ
る
方
へ

施
設
を
利
用
さ
れ
る
方
へ

平
成
平
成
2929
年
４
月

年
４
月
2727
日日

「
吉
備
中
央
町
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
」

「
吉
備
中
央
町
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
」

��

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

特�集
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町
で
は
、
吉
備
高
原
幼
稚
園
の
園
舎
を
そ

の
ま
ま
活
用
し
な
が
ら
、
隣
に
新
し
い
園
舎

を
増
築
し
、一
体
的
に
使
用
す
る
こ
と
で「
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」
の
整
備
を
行
い

ま
す
。
す
で
に
増
築
園
舎
の
設
計
を
終
え
、

平
成
29
年
度
中
に
建
築
工
事
を
行
い
、
平
成

30
年
４
月
に
開
園
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
町
内
で
は
本
年
４
月
に
保

育
園
か
ら
移
行
し
た
、
私
立
「
に
こ
に
こ
ふ

た
ば
こ
ど
も
園
」（
下
加
茂
）
に
続
き
、
２

園
目
の
認
定
こ
ど
も
園
が
誕
生
し
ま
す
。

　
幼
稚
園
と
保
育
園
の
両
方
の
良
さ
を
併
せ

も
つ
施
設
で
、
次
の
二
つ
の
機
能
を
備
え
て

い
ま
す
。

１
．�

就
学
前
の
子
ど
も
に
幼
児
教
育
・
保
育

を
提
供
し
ま
す
。（
保
護
者
が
働
い
て

い
る
、
い
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
受
け
入

れ
、
教
育
・
保
育
を
一
体
的
に
実
施
）

２
．�

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
を
行
い
ま

す
。（
子
育
て
の
不
安
に
対
応
し
た
相
談

活
動
や
親
子
の
集
い
の
場
な
ど
を
実
施
）

●
住　
所

●
住　
所

　
吉
備
中
央
町
竹
部
７
５
２
０

−

２
５

●
定　
員

●
定　
員

　
70
人
（
３
歳
以
上
45
人
・
３
歳
未
満
25
人
）

●
対
象
者

●
対
象
者　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

●
利
用
者
負
担
額
（
月
額
）

●
利
用
者
負
担
額
（
月
額
）

　

�

３
歳
以
上　
１
号
認
定　
４
，５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
給
食
費�

４
，５
０
０
円
程
度

　
　
　
　
　
　

�
２
号
認
定　
１
３
，０
０
０
円

（
給
食
費
を
含
む
）

　

�

３
歳
未
満　
３
号
認
定

　
　
　
　
　
　
　
保
護
者
の
所
得
に
応
じ
た
額

●
吉
備
高
原
幼
稚
園
舎

●
吉
備
高
原
幼
稚
園
舎

　
３
歳
以
上
園
児
の
教
育
・
保
育
を
行
い
ま

す
。

●
増
築
園
舎

●
増
築
園
舎

　
３
歳
未
満
園
児
の
保
育
を
行
い
ま
す
。

※�

増
築
園
内
設
備
…
０
か
ら
２
歳
児
の
保
育

室
（
３
室
）、
一
時
預
か
り
保
育
室
、
調

理
室
、
職
員
室
、
相
談
室
、
沐
浴
室
、
調

乳
室
等
を
完
備
し
て
い
ま
す
。

◆
ご
連
絡
く
だ
さ
い
◆

　
吉
備
高
原
幼
稚
園
南
側
の
空
き
地
に
新
た

に
園
舎
を
建
築
し
ま
す
。
小
学
校
、
幼
稚
園

の
卒
業
生
及
び
関
係
者
の
方
で
、
敷
地
内
に

記
念
の
物
等
が
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
な
お
、
連
絡
等
な
い
場
合
は
承
諾
な
く

撤
去
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
、
ご
了
承
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
子
育
て
推
進
課　
子
育
て
推
進
班

 

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
２
８

認
定
こ
ど
も
園
と
は

認
定
こ
ど
も
園
と
は

こ
ど
も
園
の
概
要

こ
ど
も
園
の
概
要

平
成
平
成
3030
年
４
月
の
開
園
に
向
け

年
４
月
の
開
園
に
向
け

（
仮
称
）「
吉
備
高
原
こ
ど
も
園
」の

（
仮
称
）「
吉
備
高
原
こ
ど
も
園
」の

��

整
備
が
は
じ
ま
り
ま
す

整
備
が
は
じ
ま
り
ま
す

484

消防署

吉備高原駐在所

きびプラザ・
さんさん広場

パナソニック
吉備 吉備NC

能力開発センター

オーニック

転入定住支援センター
いまここ

吉備高原医療リハビリテーションセンター

吉備高原こども園

吉備高原学園高等学校

町営住宅あわら団地

岡山県生物科学
総合研究所

北部住区

岡山県
総合教育センター

増築園舎のイメージ図

吉備高原幼稚園舎
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まちの話題まちの話題

弱さを絆に

　２月23日、地域の魅力
再発見を目指し、移住者受
け入れの機運を高めるた
め、きびプラザで備前県民
局管内移住フォーラムが開
催されました。
　当日は、㈱インサイトラボの藤原明文さんを
講師にお招きし「未来を拓く地域資源の見つけ
かた」と題した講演会が行われ、約100人が参
加。藤原さんは「町の強みだけをPRするので
はなく、町の弱さを出し、その課題を埋めたい
と思えるような施策を行うことが、今後は必要

になる」と地域資
源発見の手法等、
事例を交えながら
話されました。

就農奨励金交付式

　２月20日、賀陽庁舎
で就農奨励金交付式が
行われました。この就
農奨励金は、後継ぎや
新しく農業に取り組む
39歳以下の就農者に対
して交付されるもので、今回は植杉�聡さん（北）
と本郷達郎さん（加茂市場）が対象となりました。
　式では、山本町長から「農業は強い思いを
持って取り組めば返ってくる。粘り強い農業を

していただくととも
に、２年間で培ったも
のを自分自身の農場で
生かしてほしい」と期
待を込め奨励金が贈ら
れました。

地域の方へ感謝を込めて

　２月17日、日頃からお世話になっている地域
の方へ感謝の気持ちを込め、おかやま希望学園
で給食交流会&ありがとう会が開催されました。
当日は、児童生徒や地域の方々等約100人が参
加。会では、給食を食べながら交流を深めた後、
地域の方と取り組んだ１年間の行事や活動につい
て発表しました。発表の中で、児童生徒が「地
域の方との交流が、私たちにとって心が安らぐと
ともに、吉備中央町が第二の故郷になっています」
と述べると、
涙を流してい
る方もおられ
ました。

加賀中学校立志式

　２月18日、加賀中学校
で立志式が行われました。
式では、信定校長や山本
町長から激励の言葉が贈
られた後、今年度14歳を
迎える中学２年生79人が、
一人ひとり立志の言葉を

発表しました。生徒会長の中瀨亜果梨さんは
「考動」という文字を考案し「口先だけでは行
動しないことがある。将来は、自分の決めたこ
とをしっかりやり遂げ、信頼される人間になり
たい」と力強
く述べていま
した。
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Topics
 of the Town

町内３地区で自治会設立

　３月10日に新山自治会、３月19日に岨谷地
区自治会、４月２日に豊岡自治会の設立総会が
開催され自治会として新たなスタートを切り
ました。各総会では、規約、事業、予算計画等
の承認が行われ、新自治会長や来賓の方があい
さつをされました。新山自治会長となった石井
雅之さんは「過疎高齢化が進んでいる中、個々
での対応は不可能である。地域の皆さんと力を
合わせて暮らしを守り、元気な新山地区を作っ
ていきたい」と述べられ、地域の士気を高めて
いました。

自衛隊入隊者激励会

　２月28日、賀陽庁舎で、平成28年度自衛隊
入隊者激励会が行われました。今年４月から航
空自衛官候補生として藤田大雅さん（吉備高原
学園高）、陸上自衛官候補生として小林功汰さ
ん（吉備高原学園高）が入隊されます。
　激励会では、候補生、町、自衛隊関係者が出
席する中、岡田副町長から激励の言葉と記念品
が贈られました。
　今後のご活躍をお祈りしています。

吉川八幡宮消防現地訓練

　３月４日、火災予防運動の一環として、防火
体制の確立ならびに地域住民の防火意識の高
揚を図ることを目的に、吉川八幡宮で消防訓練
が行われました。３年に１回、妙本寺や総社宮
等の町内の文化財を中心に訓練を行っており、
今回は吉川八幡宮の山林付近から出火した後、
同本殿へ延焼拡大した想定で実施しました。
　通報を受けた吉川分団と岡山市西消防署吉備
中央出張所関係者らが現場に到着すると、迅速
かつ的確
な連携を
図りなが
ら消火活
動を行い
ました。

登下校気をつけようね

　３月７日、円城小学校で円城駐在所管内青色
パトロール隊による「おはよう！ミニミニ安全
教室」が行われました。児童を狙った犯罪が多
発している現状を踏まえ、県から交通安全の見
直しについて要請を受けた同パトロール隊が、
同学校の１年生の児童を対象に安全教室を実
施。４回目となるこの日は、不審者対応の話や
地域安全マップについて学び、児童たちは「変
な車に乗せられないように気をつけたい」と話
していま
した。

小林　功汰さん 藤田　大雅さん
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役場からのお知らせ

消
費
生
活
相
談
会

消
費
生
活
相
談
会

　

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を
消
費
生

活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。「
困
っ
た
な
」と
思
っ

た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談

を
！！
（
当
日
受
付
可
）

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・�

は
が
き
、携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
不
当
請
求
・
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務

・
そ
の
他
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
匿
名
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

 

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご

と
相
談
）を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
会

年
金
相
談
会

　

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る
年

金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本
年
金
機

構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職
員
が
お
答
え

し
ま
す
。

日
時　
５
月
17
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　
加
茂
川
総
合
事
務
所

※�

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
早

め
に
電
話
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

 

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６

心
の
健
康
相
談
会

心
の
健
康
相
談
会

　

人
と
の
つ
き
あ
い
が
上
手
く
い
か
な

い
。
よ
く
眠
れ
な
い
。
家
に
閉
じ
こ
も

る
日
々
が
続
い
て
い
る
。
物
忘
れ
が
多

く
な
っ
て
き
た
な
ど
、
さ
さ
い
な
こ
と

で
も
専
門
医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
家
族
や
お
世
話
を
し
て
い
る

人
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

日
時　
５
月
12
日
㈮　

午
後
２
時
～

会
場　
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館

※�

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
相
談
内
容
】

・�

仕
事
や
生
活
に
お
け
る
強
い
ス
ト
レ

ス
や
不
安
、
悩
み
・
ひ
き
こ
も
り
や

認
知
症
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
な
ど

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
課　

地
域
保
健
班

 

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
２
６

　

備
前
保
健
所

 

☎
０
８
６

−

２
７
２

−

３
９
３
４

「
へ
そ
っ
ぴ
ー
」の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

「
へ
そ
っ
ぴ
ー
」の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ス
タ
ン
プ
が
で
き
ま
し
た
！

ス
タ
ン
プ
が
で
き
ま
し
た
！

　

吉
備
中
央
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー�

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の「
へ
そ
っ
ぴ
ー
」

の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
が
で
き
ま
し

た
！

　

か
わ
い
い
「
へ
そ
っ
ぴ
ー
」
ス
タ
ン

プ
を
た
く
さ
ん
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
内
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
ト
ア

に
て
販
売
中
で
す
。
ご
利
用
に
は
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
と
ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

コ
イ
ン
の
購
入
）
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

企
画
課　

公
聴
広
報
班

 

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
４

相　
　
談

日時 ５月25日㈭　午前９時～正午

会場 下竹荘公民館 井原コミュニティ
センター

内容 行政・福祉相談 人権・福祉相談

●お問い合わせ先
　住民課　戸籍住民班 ☎0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所 ☎0866-54-1818
　　やすらぎ事業所 ☎0867-34-1522

日　
に　
ち

会　
　
　
場

５
月
２
日
㈫

賀
陽
庁
舎
相
談
室

５
月
16
日
㈫

加
茂
川
庁
舎
相
談
室
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Information from office

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

○�

工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
者
４
人
以

上
の
全
て
の
製
造
事
業
所
を
対
象
に

６
月
１
日
時
点
で
実
施
し
ま
す
。

○�

工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に
お
け

る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
政
府
の
重
要
な
調

査
で
、
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務

の
あ
る
基
幹
統
計
調
査
で
す
。

○�

調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や

地
域
振
興
な
ど
、
国
及
び
地
域
行
政

施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利

活
用
さ
れ
ま
す
。

○�

調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内
容

は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外
に
使
用

す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

○�

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

企
画
課　

総
合
政
策
班

 

☎
０
８
６
６

−
５
４

−

１
３
１
４

『
緑
の
募
金
』
に

『
緑
の
募
金
』
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

春
の
み
ど
り
の
月
間

 

（
４
月
1
日
～
５
月
31
日
）

　

本
年
も
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま

で
の
「
春
の
み
ど
り
の
月
間
」
に
、
公
益

社
団
法
人
岡
山
県
緑
化
推
進
協
会
に
よ

る『
緑
の
募
金
』運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

森
林
を
は
じ
め
と
す
る
緑
の
資
源

は
、
水
源
の
か
ん
養
、
大
気
の
浄
化
、

土
砂
災
害
の
防
止
な
ど
、
生
活
環
境
の

保
全
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お

り
、
私
た
ち
の
健
康
で
快
適
な
暮
ら
し

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
資
源
で
す
。

　

こ
の
『
緑
の
募
金
』
は
、
水
源
林
の

整
備
や
里
山
の
再
生
、
被
災
地
域
の
復

興
な
ど
に
活
用
さ
れ
、
吉
備
中
央
町
に

お
い
て
も
、
地
域
の
緑
化
活
動
に
役
立

て
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ

き
、
多
数
の
方
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
募
金
の
取
り
ま
と
め
に
つ
き

ま
し
て
は
、
自
治
会
長
さ
ん
へ
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
公
益
財
団
法
人　

岡
山
県
緑
化
推
進
協
会

 

☎
０
８
６

−

２
２
１

−

９
５
１
１

　

農
林
課　

林
業
振
興
班

 

☎
０
８
６
６

−
５
４

−

１
３
１
８

毎
年
５
月
は

毎
年
５
月
は

��

「
消
費
者
月
間
」
で
す

「
消
費
者
月
間
」
で
す

　

今
年
度
は
「
行
動
し
よ
う　

消
費
者

の
未
来
へ
」
が
統
一
の
テ
ー
マ
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、商
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
安
全
や
よ

り
良
い
選
択
、
消
費
が

社
会
に
与
え
る
影
響
な

ど
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
消
費
者
、

事
業
者
、
行
政
み
ん
な

で
連
携
し
、
消
費
者
が
主
役
と
な
る
社

会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

・�

購
入
、
契
約
の
際
は
、
内
容
、
価
格

や
必
要
性
を
よ
く
考
え
て
！

・�

電
話
で
「
還
付
金
が
あ
る
の
で
Ａ
Ｔ

Ｍ
へ
」
は
、
全
て
詐
欺
！

・�

安
易
に
個
人
情
報
を
教
え
な
い
！

◎�

不
安
が
あ
れ
ば
、ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
相
談
！

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
「
☎
１
８
８
」

　

ま
た
は
、

　

住
民
課
内

　

吉
備
中
央
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

 

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６

住
民
基
本
台
帳
の

住
民
基
本
台
帳
の

閲
覧
状
況
を
公
表
し
ま
す

閲
覧
状
況
を
公
表
し
ま
す

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
28
年
度
中
の
住
民
基
本
台
帳
閲
覧

状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

 

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６

工業統計キャラクター・
コウちゃん

■住民基本台帳法第11条による公的機関の閲覧
閲覧年月日 閲覧機関の名称 請求事由の概要 閲覧に係る住民の範囲

平成28年
９月１日 岡山県備前保健所

健康増進法に基づ
く「国民健康・栄
養調査」の対象者
把握

豊野（下市地区）に
住所を有する満１歳
以上の住民

平成29年
１月18日

自衛隊
岡山地方協力本部

自衛官等の募集に
伴う広報

平成11年４月２日～
平成12年４月１日
生まれの男子
平成14年４月２日～
平成15年４月１日
生まれの男子
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役場からのお知らせ

議　会
事務局

局　　長� 石　田　卓　己
主　　幹� 大　森　初　恵

会　計
管理室

室　　長（会計管理者）� 大　倉　　　通
室長補佐（会計班長兼物品管理班長）
� 福　田　要　子
主　　事� 長　濵　紗　希
主 事 補� 猪　原　雅　代

総　
　
　

務　
　
　

課

課　　長� 中　西　　　功
課長補佐（行政班長）� 奥　野　充　之
主　　幹（財政班長）� 早　川　順　治
主　　幹� 楢　嵜　秀　徳
主　　幹� 堀　　　恵　子
主　　査� 山　本　昌　幸
主　　事� 小　林　竜　市
主　　事� 石　井　　　宏
主　　事� 岩　﨑　啓　子
主　　事� 安　延　直　樹
主 事 補� 芦　田　　　覚
主 事 補� 齋　藤　加　奈

税　
　
　

務　
　
　

課

課　　長� 杉　山　芳　子
課長補佐（課税班長）� 冨士本　里　美
課長補佐（収税班長）� 亀　山　勝　則
主　　幹� 清　本　敦　史
主　　幹� 内　藤　　　実
主　　査� 山　本　裕　紀
主　　事� 吉　井　健　人
主　　事� 河　内　哲　人
主 事 補� 秋　山　紫　織
主 事 補� 小　幡　充　拓
主 事 補� 大　木　かろん

企　
　
　

画　
　
　

課

課　　長（兼吉備高原都市事務所長）
� 浅　桐　　　章
課長補佐（総合政策班長）�片　岡　昭　彦
主　　幹（公聴広報班長兼情報政策班長）
� 難　波　　　勇
主　　事� 難　波　愛　実
主　　事� 田　淵　有　佳
主　　事� 藤　森　広　崇
主 事 補� 友　野　順　平
主 事 補� 中　山　宗　也

協
働
推
進
課

課　　長� 杉　原　宏　典
課長補佐（地域振興班長）�根　本　喜代香
主　　幹（商工観光班長）�大　月　道　広
主　　査� 戸　田　健　治
主　　査� 難　波　美　紀
主　　査� 丸　山　哲　生
主　　事� 池　上　友　弥
主　　事� 植　木　宏　美
主　　事� 孝　本　克　人
主　　事（再任用）� 岡　﨑　道　雄

住　
　
　

民　
　
　

課

課　　長（吉川支所長兼大和支所長）
� 葛　原　克　則
課長補佐（生活環境班長）�石　田　三　男
主　　幹（戸籍住民班長）�難　波　陽　子
主　　査� 小　倉　慶　一
主　　事� 田　中　那歌子
主 事 補� 橋　本　咲　恵
主 事 補� 宮　地　宏　人
主 事 補� 森　川　千　春

大和
支所 主　　事（再任用）� 藤　森　一　郎

吉川
支所

主　　幹� 大　藪　京　子
主　　査� 内　藤　和　恵
主　　事（再任用・吉備高原都市事務所兼任）
� 鴨　崎　正　一

福　
　
　

祉　
　
　

課

課　　長� 大　木　一　恵
課長補佐（包括支援センター所長）
� 石　井　瑞　枝
課長補佐（介護支援班長）�荒　谷　哲　也
主　　幹（社会福祉班長兼障害福祉班長）
� 髙　島　雪　絵
主　　査� 西　﨑　順　子
主　　査� 宮　井　久美子
主　　査� 石　井　克　延
保健師（兼保健課保健師）�小　虎　泰　之
主　　事� 三　波　由　希
主　　事� 仁　枝　愛　美
主 事 補� 小　寺　涼　太
主 事 補� 太　田　敦　子
主 事 補� 小　林　直　子
� （育休：浮森真由美）

派　　遣：清原眞奈美・黒瀬晃子・川上初恵
　　　　　土井純子・森下幸子

吉備中央町職員配置表（平成29年４月１日現在）

町　長 山　本　雅　則 副町長 岡　田　　　清 教育長 津　島　雅　章
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Information from office

子
育
て
推
進
課

課　　長� 片　山　健　司
課長補佐（子育て推進班長）
� 石　井　純　子
主　　幹� 古　林　直　樹
主　　幹� 石　伊　陽　子
栄 養 士� 安　延　昌　代
主 事 補� 平　松　真由子

保　
　
　

健　
　
　

課

課　　長� 石　井　文　之
課長補佐（地域保健班長）�塚　田　恵　子
主　　幹（医療保険班長）�石　伊　利　光
主　　幹� 大　隅　さおり
主　　幹� 伊　達　道　子
主　　幹� 石　坂　真由美
主　　査� 平　澤　　　瞳
主　　事� 犬　飼　博　昭
主 事 補� 新　　　夏　実
保 健 師� 中　倉　　　萌
保 健 師� 中　村　早　希
栄 養 士� 馬　場　陽　子
� （育休：松田　良子）
� （産休：福田しおり）

農　
　
　

林　
　
　

課

課　　長� 戸　田　真　吾
課長補佐（農業振興班長）�山　口　文　亮
主　　幹（林業振興班長）�宮　田　慎　治
主　　幹� 難　波　勝　也
主　　幹� 西　﨑　　　肇
主　　幹� 成　本　昌　代
主　　幹� 石　坂　晃　則
主　　事� 難　波　亮　太
主 事 補� 藤　原　愛　美
主 事 補� 髙　橋　宏　明
主　　事（再任用）� 小　室　弘　司

建　
　
　

設　
　
　

課

課　　長� 河　内　啓一郎
課長補佐（農林土木班長）�岡　本　一　志
課長補佐（建設班長兼技術検査班長）
� 髙　見　知　之
課長補佐（用地班長）� 山　本　敦　志
主　　幹� 大　月　　　豊
主　　幹� 三　高　昌　之
主　　査� 土　居　正　吾
主　　査� 片　山　裕　紀
主　　査� 津　島　明　範
主　　事� 山　本　裕　弘
主 事 補� 浮　森　大　輔
主 事 補� 山　川　悠　介
運 転 員� 新　田　　　眞
主 事 補� 東　　　和　貴

加
茂
川
総
合
事
務
所

（所　　長（井原出張所長兼総合福祉センター所長））
� 岸　本　久　夫
参　　事（総務住民福祉班長兼農林建設班長）
� 大　月　好　恵
主　　査� 永　安　裕　美
主　　査� 坂　元　朋　美
主 事 補� 石　井　一　輝

井　原
出張所 主　　幹� 田　原　茂　美

総合福祉
センター 主　　査� 林　　　正　子

定
住
促
進
課

課　　長（兼加茂川総合事務所長）
� 岸　本　久　夫
課長補佐（定住促進班長）�小　田　幸　希
主　　幹� 片　山　和　子
主　　事� 松　山　　　慎

水　
　
　

道　
　
　

課

課　　長� 小　谷　条　治
課長補佐（上水道班長）� 富　田　初　誠
課長補佐（下水道班長）� 髙　森　　　学
主　　幹� 能　勢　恭　行
主　　幹� 古　好　広　徳
主　　幹� 福　原　　　修
主　　幹� 淺　田　康　正
主　　幹� 大　倉　弘　規
主　　査� 飯　田　星　治
主　　査� 大　木　善　量
主　　査� 上　森　章　由

教
育
委
員
会
事
務
局

局　　長� 山　本　泰　弘
局長補佐（生涯学習班長）�歳　原　雅　則
主　　幹（教育総務班長）�岡　﨑　直　樹
主　　幹� 堀　　　伸　博
主　　査� 山　本　春　美
主 事 補� 井　田　　　智
主 事 補� 吉　本　健　人
主 事 補� 伊　達　隆　文
主 事 補� 岸　　　実奈美
主 事 補� 石　田　真紀子
学校指導主事� 渡　邉　慎太郎
社会教育指導員� 宇　野　和　行

吉備高原
都市事務所

（所　　長� 浅　桐　　　章）
（主　　事（再任用）� 鴨　崎　正　一）

出　

向

高梁地域事務組合農業共済センター
主　　査� 大　木　信　幸

岡山県派遣
主　　幹� 大　樫　隆　志

岡山市派遣
主　　幹� 中　山　　　仁
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役場からのお知らせ

上
竹
荘
保
育
園

園　　　長� 杉　山　孝　子
主任保育士� 新　山　亜希子
保　育　士� 難　波　裕　子
保　育　士� 五　嶋　千　尋
調　理　員� 髙　森　智　弘

豊
野
保
育
園

園　　　長� 田　原　幸　子
主任保育士� 難　波　朋　子
保　育　士� 髙　谷　有　香
保　育　士� 菅　野　由　唯
嘱託保育士� 宮　井　桂　子
調　理　員� 森　　　五百子

下
竹
荘
保
育
園

園　　　長� 土　井　勝　代
主任保育士� 田　中　孝　平
保　育　士� 岡　﨑　加　奈
保　育　士� 石　田　珠　巳
保　育　士� 恩　藤　星　香
調　理　員� 横　田　智　子

吉
川
保
育
園

園　　　長� 石　田　広　子
主任保育士� 松　田　智　子
保　育　士� 松　浦　紀　子
保　育　士� 秋　山　優　斗
嘱託保育士� 川　上　智　子
調　理　員� 大　森　直　美
� （育休：山本　照美）

大
和
保
育
園

園　　　長� 宮　井　智　子
主任保育士� 藤　井　奈　緒
保　育　士� 宮　脇　美　佳
保　育　士� 江　草　貴　文
保　育　士� 重　森　好　美
調　理　員� 山　﨑　佳　奈

津
賀
幼
稚
園

園　　　長� 森　本　貴　子
主 任 教 諭� 易　　　慎太郎
� （育休：伊賀麻美子）

円　城
幼稚園

園　　　長� 綱　嶋　洋　子
主 任 教 諭� 能　勢　孝　志
教　　　諭� 岡　戸　香　奈

御　北
幼稚園

園　　　長� 喜　田　典　代
主 任 教 諭� 松　田　真　二
教　　　諭� 守　屋　ひかり

吉備高原
幼稚園

園　　　長� 鈴　木　栄　子
（主任教諭（兼務）� 田　中　孝　平）
教　　　諭� 文　谷　あゆみ
嘱 託 教 諭� 金　谷　まゆみ

上竹荘
小学校 校　務　員� 森　下　多恵子

下竹荘
小学校 校　務　員� 山　下　久　子

吉　川
小学校 校　務　員� 小　倉　里　美

大　和
小学校 校　務　員� 酒　井　由美子

津　賀
小学校

調　理　員� 日　名　早　苗
調　理　員� 小　倉　小百合

円　城
小学校

調　理　員� 山　本　茂　美
調　理　員� 杉　本　麻　里

御　北
小学校 調　理　員� 上　村　美津子

吉備高原
小学校 調　理　員� 大　月　教　子

加賀中 校　務　員� 難　波　勝　代

竹　荘
調理場

主　　　任� 楢　﨑　　　晋
調　理　員� 坂　口　恵　子
調　理　員� 野　瀬　祐　子
調　理　員� 小　林　久美恵

吉　川
調理場 調　理　員� 石　井　京　子

退　職　者� ※平成29年３月31日付　（　　）は旧所属名

小　室　弘　司（農林課長）� 石　坂　公　宏
岡　﨑　道　雄（協働推進課長）� （定住促進課長（兼加茂川総合事務所兼井原出張所兼総合福祉センター所長））
芦　田　啓　次（議会事務局長）� 鴨　崎　正　一（住民課長）
沼　田　　　力（水道課長）� 藤　森　一　郎（総務課長）
河　内　永　樹（建設課長）� 大　月　久　志（大和支所長）
妹　尾　佐恵子（吉川保育園長）� 楢　嵜　日　佳（円城幼稚園主任教諭）
幸　田　多加子（下竹荘保育園保育士）� 土　井　紗由美（下竹荘保育園保育士）
難　波　清　美（大和保育園調理員）
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Information from office

�

※
転
出
の（　

）は
新
所
属

�

※
転
入
の（　

）は
旧
所
属

�

※
退
職
者
は
３
月
31
日
付

●●��

津
賀
小
学
校

津
賀
小
学
校

▼
転
出

養
護
教
諭　

後
藤　

涼
子
（
総
社
市
・
阿
曽
小
）

講　
　

師　

土
居
美
江
子
（
御　

北　

小
）

▽
転
入

教　
　

諭　

横
田　

真
人
（
新
規
採
用
）

教　
　

諭　

渡
邉　

一
雅
（
豊　

野　

小
）

養
護
教
諭　

楠
田　

舞
子
（
津
山
市
・
一
宮
小
）

講　
　

師　

久
山　

和
也
（
吉　

川　

小
）

講　
　

師　

内
川　

利
枝
（
円　

城　

小
）

●●��

円
城
小
学
校

円
城
小
学
校

▼
転
出

教　
　

諭　

綱
嶋　
　

茂
（
赤
磐
市
・
軽
部
小
）

養
護
教
諭　

藤
原　

節
子
（
加　

賀　

中
）

講　
　

師　

藤
澤　

佳
子
（
吉
備
高
原
小
）

講　
　

師　

内
川　

利
枝
（
津　

賀　

小
）

▽
転
入

校　
　

長　

越
宗　
　

勇
（
和
気
町
・
佐
伯
小
）

教　
　

諭　

森
寺　

道
子
（
吉　

川　

小
）

教　
　

諭　

高
木　

拓
也
（
玉
野
市
・
大
崎
小
）

養
護
教
諭　

横
田　

直
美
（
総
社
市
・
阿
曽
小
）

非
常
勤
講
師　

宮
田　

則
子
（
上
竹
荘
小
）

●●��

御
北
小
学
校

御
北
小
学
校

▼
転
出

教　
　

頭　

高
野　

松
美
（
高
梁
市
・
川
面
小
）

教　
　

諭　

林　
　
　

司
（
早
島
町
・
早
島
小
）

講　
　

師　

福
見　

太
郎
（
倉
敷
市
・
粒
江
小
）

▽
転
入

教　
　

頭　

三
宅　

智
朗
（
高
梁
市
・
落
合
小
）

教　
　

諭　

河
原　

香
利
（
新
規
採
用
）

非
常
勤
講
師　

岡
崎
多
香
子
（
吉
備
高
原
小
）

非
常
勤
講
師　

土
居
美
江
子
（
津　

賀　

小
）

●●��

上
竹
荘
小
学
校

上
竹
荘
小
学
校

▼
転
出

教　
　

諭　

横
山　

晶
大
（
里
庄
町
・
里
庄
東
小
）

講　
　

師　

宮
田　

則
子
（
円　

城　

小
）

非
常
勤
講
師　

藤
井　

恵
子
（
吉
備
高
原
小
）

▽
転
入

校　
　

長　

鈴
村　

昌
昭
（
大　

和　

小
）

教　
　

諭　

高
本　

武
志
（
赤
磐
市
・
笹
岡
小
）

講　
　

師　

山
﨑
真
理
子
（
吉
備
高
原
小
）

●●��

豊
野
小
学
校

豊
野
小
学
校

▼
転
出

教　
　

諭　

菅
野　

秀
昭
（
高
梁
市
・
松
原
小
）

教　
　

諭　

松
田　

智
子

�

（
岡
山
市
・
岡
山
西
支
援
学
校
）

教　
　

諭　

渡
邉　

一
雅
（
津　

賀　

小
）

事
務
副
参
事　

能
勢　

宏
子
（
高
梁
市
・
津
川
小
）

▽
転
入

校　
　

長　

江
田　

厚
生
（
赤
磐
市
・
磐
梨
中
）

教　
　

諭　

佐
々
木
仁
美
（
総
社
市
・
総
社
小
）

講　
　

師　

原
田　
　

祐
（
新　
　
　

規
）

事
務
主
事　

小
林　
　

誠
（
新
規
採
用
）

●●��

下
竹
荘
小
学
校

下
竹
荘
小
学
校

▼
転
出

校　
　

長　

立
川　

一
女
（
大　

和　

小
）

▽
転
入

校　
　

長　

山
本　

俊
美
（
赤
磐
市
・
山
陽
小
）

講　
　

師　

石
原　

直
人
（
新　
　
　

規
）

●●��

吉
川
小
学
校

吉
川
小
学
校

▼
転
出

教　
　

諭　

森
寺　

道
子
（
円　

城　

小
）

事
務
主
幹　

羽
原　

敬
子
（
赤
磐
市
・
桜
ヶ
丘
中
）

臨
時
的
学
校
栄
養
職
員

　
　
　
　
　

三
浦　

優
子
（
県
立
特
別
支
援
学
校
）

講　
　

師　

久
山　

和
也
（
津　

賀　

小
）

講　
　

師　

山
根　

大
輝
（
高
梁
市
・
高
梁
中
）

▽
転
入

事
務
主
事　

今
岡　

大
地
（
赤
磐
市
・
城
南
小
）

栄
養
教
諭　

小
河
奈
緒
子
（
井
原
市
・
美
星
小
）

講　
　

師　

白
岩　

伸
介
（
摂
津
市
・
三
宅
柳
田
小
）

●●��

大
和
小
学
校

大
和
小
学
校

▼
転
出

教　
　

頭　

鈴
村　

昌
昭
（
上
竹
荘
小
）

指
導
教
諭　

佐
藤　

昌
子
（
吉
備
高
原
小
）

教　
　

諭　

村
尾　

美
保
（
総
社
市
・
池
田
小
）

非
常
勤
講
師　

堀　
　

圭
子
（
下
竹
荘
小
）

▽
転
入

校　
　

長　

立
川　

一
女
（
下
竹
荘
小
）

教　
　

頭　

原　
　

直
秀
（
早
島
町
教
育
委
員
会
）

教　
　

諭　

佐
藤
由
美
子

�

（
倉
敷
市
・
倉
敷
ま
き
び
支
援
）

教　
　

諭　

池
田　

祐
加
（
赤
磐
市
・
山
陽
小
）

講　
　

師　

松
田　

直
緒
（
新　
　
　

規
）

●●��
吉
備
高
原
小
学
校

吉
備
高
原
小
学
校

▼
転
出

教　
　

頭　

河
本　

知
枝
（
真
庭
市
・
中
和
小
）

教　
　

諭　

直
原　

政
治
（
総
社
市
・
維
新
小
）

講　
　

師　

山
﨑
真
理
子
（
上
竹
荘
小
）

養
護
助
教
諭　

高
坂　

咲
希
（
美
作
市
・
勝
田
小
）

非
常
勤
講
師　

岡
崎
多
香
子
（
御　

北　

小
）

▽
転
入

教　
　

頭　

森
山　

育
治
（
赤
磐
市
・
笹
岡
小
）

指
導
教
諭　

佐
藤　

昌
子
（
大　

和　

小
）

教　
　

諭　

幸
田　

直
也
（
真
庭
市
・
中
津
井
小
）

教　
　

諭　

上
田　

真
司
（
玉
野
市
・
築
港
小
）

講　
　

師　

藤
澤　

佳
子
（
円　

城　

小
）

非
常
勤
講
師　

藤
井　

恵
子
（
上
竹
荘
小
）

●●��

加
賀
中
学
校

加
賀
中
学
校

▼
転
出

教　
　

諭　

洲
脇　
　

浩
（
高
梁
市
・
高
梁
中
）

教　
　

諭　

葛
原　

善
晃
（
赤
磐
市
・
高
陽
中
）

教　
　

諭　

重
村
真
由
美
（
新
見
市
・
新
見
第
一
中
）

講　
　

師　

行
友
は
る
か
（
笠
岡
市
・
金
浦
中
）

▽
転
入

教　
　

諭　

佐
々
木　

大
（
井
原
市
・
木
之
子
中
）

教　
　

諭　

小
林　

正
樹
（
矢
掛
町
・
矢
掛
中
）

教　
　

諭　

諏
訪　

鶴
代
（
新
規
採
用
）

講　
　

師　

長
谷
川
博
之
（
新
見
市
・
新
見
第
一
中
）

講　
　

師　

朝
原　
　

潤
（
新　
　
　

規
）

養
護
教
諭　

藤
原　

節
子
（
円　

城　

小
）

●●��

退　
職　
者

退　
職　
者

円
城
小
学
校　
　

校　

長　

石
田　

玲
子

　
　
　
　
　
　
　

教　

諭　

田
村　

佳
子

御
北
小
学
校　

指
導
教
諭　

上
森　

惠
子

　
　
　
　
　

事
務
副
参
事　

齋
藤　

則
彦

�

（
再
任
用
で
御
北
小
）

上
竹
荘
小
学
校　

校　

長　

菱
沼
真
由
美

豊
野
小
学
校　
　

校　

長　

山
本　
　

忠

大
和
小
学
校　
　

校　

長　

河
田　

佳
子

吉
備
高
原
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　

教　

諭　

杉
原　

浩
子

加
賀
中
学
校　
　

教　

諭　

竹
田　

悦
子

　
　
　
　
　
　
　

教　

諭　

高
見　

和
宏

�

（
再
任
用
で
加
賀
中
）

　
　
　
　
　
　

養
護
教
諭　

三
宅　

郁
子

人人����
事事����

異異����

動動

学
校
教
職
員

  
平
成
平
成
2929
年
４
月
１
日
付

年
４
月
１
日
付
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役場からのお知らせ

平成29年４月から病児保育施設の平成29年４月から病児保育施設の
広域利用ができるようになりました広域利用ができるようになりました

　子どもが病気になったときに、一時的に病気の児童を預かる病児保育について、下記の施設で広域利用できるよう
になりました。（平成29年４月から）
目　　的 � �病児保育施設の広域利用を開始することで、職場の周辺、通勤経路など、吉備中央町外にある病児保育

施設の利用ができるようになります。このことで、保護者の子育てと就労の両立を支援し、安心して子
育てできる環境の整備を推進するとともに、児童の健全な育成を図ります。

対象児童 � 町内に住所を有する乳児・幼児・小学校６年生までの児童で、次の①②の両方に該当する人
� ①病気もしくは病気の回復期など、集団保育が困難で病児保育の利用が可能であると医師が認める場合
� ②�保護者の就労、傷病、事故、出産、家族の介護又は看護、冠婚葬祭等やむを得ない理由により家庭で

の保育が困難な場合
利用方法 � ・利用したい施設に事前に電話のうえ、施設で定める登録・利用手続きを行ってください。
� ・定員により利用できない場合があります。
� ・医師の診断が必要な場合があります。必ず保険証と小児等医療費受給資格者証を持参してください。
� ・利用料は施設により異なります。（１日約2,000円～2,500円）利用時に施設にお支払いください。
� ・�次の①または②の世帯は利用料が減免になります。該当する場合は各施設に備え付けの用紙で減免申

請を行ってください。（さかのぼっての減免はできません）
� 　①生活保護法による被保護者世帯　②市町村民税非課税世帯

●�広域利用できる病児保育施設●�広域利用できる病児保育施設

市 町 村 医 療 機 関
病児保育施設

所 在 地
連 絡 先

岡 山 市

表町ファミリークリニック内
病児保育ルームドレミ

岡山市北区表町三丁目10番71号
☎086－222－4939

黒田医院内
うらら病児保育園

岡山市北区神田町二丁目８番35号
☎086－233－3531

撫川クリニック内
チャイルド・ケア　ハーモニィ

岡山市北区撫川1470番地
☎086－292－8133

籔内小児科医院内
病児保育室みらい

岡山市中区中井一丁目５番２号
☎086－275－5036

青木内科小児科医院内
山陽ちびっこ療育園

岡山市南区大福281番地５
☎086－281－2277

山本医院内
ピオーネ病児保育室

岡山市南区泉田418番地25
☎086－243－2011

倉 敷 市

羽島こども診療所内
病児保育所はしま

倉敷市羽島199番地１
☎086－426－5037

田嶋内科内
ももっ子病児保育ルーム

倉敷市児島柳田町862番地
☎086－474－3310

玉島病院内
玉島病院病児保育室

倉敷市玉島乙島4030番地
☎086－522－4141

あさき小児科内
あさき病児保育室

倉敷市水島南幸町１番地９
☎086－446－1110

玉 野 市 玉野市民病院内
玉野市民病院病児・病後児保育室

玉野市宇野二丁目３番１号
☎0863－31－2101

笠 岡 市 笠岡第一病院内
笠岡第一病院病児保育室

笠岡市横島1945番地
☎0865－67－0211

総 社 市 三宅内科小児科医院内
病児保育室「ほっとチュッピー」

総社市井手919番地
☎0866－83－8882・090－2009－5046

瀬戸内市 あいの光医院・牛窓内
山陽ちびっこ療育園・牛窓

瀬戸内市牛窓町牛窓3121番地１
☎0869－34－6161

お問い合わせ先 　子育て推進課　子育て推進班　☎0866－54－1328
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Information from office

臨時福祉給付金臨時福祉給付金（経済対策分）（経済対策分）
　臨時福祉給付金は、平成26年４月の消費税引上げによる影響を緩和するため、所得の少ない方に対し、制
度的な対応を行うまでの間の、暫定的・臨時的な措置として実施するものです。

支給要件
　平成28年１月１日に吉備中央町に住民登録があり、平成28年度の住民税（均等割）が課税されていない方。
ただし、平成28年度分の住民税が課税されている方に生活の面倒を見てもらっている場合（町民税において、
課税者の扶養となっている場合）や、生活保護の受給者である場合は対象外となります。

支 給 額 　対象者１人につき１万５千円（支給は１回です）

 支給対象者診断チャート 

 申請等の手続きについて 

申請期間 � 平成29年５月１日㈪～平成29年８月１日㈫
� 受付時間：午前８時30分～午後５時15分（土・日・祝日は除く）
� 郵送の場合：当日消印有効

申請方法
　５月以降に対象者と思われる方に申請書を郵送します。必要事項を記入・押印し添付書類を添えて同封の
返送用封筒で郵送するか、または福祉課・加茂川総合事務所・吉川支所・大和支所・井原出張所・総合福祉
センターへ持参してください。

お問い合わせ先 　福祉課　社会福祉班　☎0866－54－1317

平成28年度臨時福祉給付金（３千円）平成28年度臨時福祉給付金（３千円）を受給しましたか。

臨時福祉給付金（経済対策分）の支給対象者となる可能性があります。

平成28年度分の住民税住民税が課税課税されましたか。

平成28年度分の住民税が課税されている方の
　　　扶養親族等扶養親族等になっていましたか。

昨年（平成28年）１月１日時点で生活保護を受けていて、
　現在も引き続き生活保護生活保護を受けていますか。

は�いは�い

は�いは�い

いいえ・わからないいいえ・わからない

いいえいいえ

いいえいいえ

いいえいいえ

は�いは�い

は�いは�い

支
給
対
象
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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役場からのお知らせ

いきいき運動教室��参加者募集
～町内めぐりをしながら楽しく運動をしませんか～

開催日・時間 会　　場 内　　容
５月16日㈫　10：00～11：30 御北公民館（井原コミュニティーセンター）コツ骨貯筋健康体操
６月13日㈫　10：00～11：30 下竹荘公民館 ロコモ度チェック＆転倒予防体操
７月４日㈫　10：00～11：30 大和公民館 タオルを使って頭と体を動かそう
８月８日㈫　� 9：00～10：30 吉川公民館 座ってエアロ＆フットケア
９月12日㈫　10：00～11：30 円城公民館（かもがわ総合福祉センター） ヨーガ＆脳トレ体操

10月11日㈬　� 9：00～12：00 きびプラザ（さんさん広場） ノルディックウォーキング
※ポールをお持ちの方はご持参ください。

11月26日㈰　10：00～11：30 納地公民館 誰でもできる簡単体操（運動）
12月12日㈫　13：30～15：00 津賀公民館（農村環境改善センター） ロコモ度チェック＆座ってエアロ
１月14日㈰　10：45～12：00 上竹荘公民館 笑って動いて健康体操
２月21日㈬　13：30～15：00 豊野公民館 座ってエアロ＆フットケア

●目　的●目　的　生活習慣病予防、日頃の運動不足及びストレス解消、町内各地域の方との交流
●講　師●講　師　ＯＳＫスポーツクラブ　健康運動指導士
●参　加●参　加　無料
●持参品●持参品　タオル、運動のできる服装・靴、水分補給用お茶等
　　　　　※町内どの会場でも参加できます。

お申し込み・お問い合わせ先 　保健課　地域保健班　☎0866－54－1326 ／ 各公民館

第２弾！３人で歩いて健康UP事業��参加者募集

●実施期間●実施期間　Ｈ29年７月～Ｈ30年１月末
●募集条件●募集条件　３人１組のチーム　町内在住、在勤の方どなたでもご参加できます。
●申込方法●申込方法　募集チラシの裏面（申し込み用紙）をFAXまたは郵送で申し込みください。
　　　　　　ただし、おひとり様１回限りの挑戦とします。
●達成条件●達成条件　２ヶ月間の合計が１人50万歩、３人の合計150万歩の条件をクリアすることです。
　　　　　　ただし、65歳以上の方は２ヶ月間合計を１人40万歩とします。
●参 加 料●参 加 料　無料
●申請受付●申請受付　６月１日から随時受付します。
※詳しくは広報きびちゅうおう６月号に同封するチラシをご覧ください。

お申し込み・お問い合わせ先 　保健課　地域保健班　☎0866－54－1326

へそっぴー
ポイント
対象事業

へそっぴー
ポイント
対象事業

★達成組★★達成組★
15組／35組中15組／35組中

昨年度の参加者の感想

万歩計を買ったよ

楽しかった 四季折々の自然を
感じることができた

0 5 10 15 20 25

歩くことが習慣になった

実施後の変化

体の調子がよくなった

仲間が増えた

21

17

9
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Information from office

元気もりもり教室��参加者募集
　あなたは健康に気を付けていますか？�いくら楽しい人生とはいえ、健康あっての幸せです。
　これからの人生をもっと楽しく、元気で充実させるための教室です。

開催日 テーマ 会　場
第１回 ６月15日㈭ 生活習慣病と適正体重 農業振興センター
第２回 ７月27日㈭ 糖尿病・高血圧の基礎知識 農村環境改善センター
第３回 ８月17日㈭ 知っておきたい薬の知識 農業振興センター
第４回 ９月14日㈭ 運動実施・骨密度測定 農村環境改善センター
第５回 10月12日㈭ 災害時の食支援・食品衛生 農業振興センター
第６回 11月16日㈭ 認知症の基礎知識 農村環境改善センター
第７回 12月14日㈭ 運動実施・心の健康 農業振興センター
第８回 １月18日㈭ 口腔ケアについて 農村環境改善センター

●時　　間●時　　間　９時30分（受付）�10時～13時　【11月16日のみ13時（受付）�13時30分～16時�】
●対　　象●対　　象　吉備中央町在住の方どなたでも（健康に興味のある方大歓迎！）
●定　　員●定　　員　30名
●参 加 費●参 加 費　100円（調理実習費）
●持 参 品●持 参 品　筆記用具、お米１合、箸、エプロン、三角巾、水分補給用のお茶
●申込方法●申込方法　役場保健課へお申込みください

お問い合わせ先 　保健課　地域保健班　☎0866－54－1326

軽自動車税の納付について軽自動車税の納付について
　平成29年度の軽自動車税の納期限は５月31日㈬です。納期限までに納付をお願いします。また、領収書に
添付されている納税証明書は、車検を受ける際に必要ですので、大切に保管してください。
　口座振替により納付される方は、納期限前日までに振替口座の預金残高の確認をお願いします。口座振替後、
６月中旬頃にはがきで「口座振替済通知書・納税証明書」を送付します。
　軽自動車税は、毎年４月１日現在で軽自動車等を所有（登録）されている方に課税されます。他人に譲った、
壊れたので廃棄した等、車の所有者でなくなった場合には名義変更や廃車の届出をする必要があります。その
ままにしておくと実際は所有していないのに課税されてしまいます。また、新しく車を購入・譲り受けた場合
も登録手続きが必要です。

申告窓口 　※車種により手続き先が異なりますので、ご注意ください。

車　　種 手続き先

軽自動車（軽三輪・軽四輪） 軽自動車検査協会　岡山事務所（岡山市北区久米177番地３）
☎050－3816－3084（コールセンター）

軽二輪（125cc超250cc以下） 中国運輸局　岡山運輸支局（岡山市北区富吉5301番地５）
☎050－5540－2072（ヘルプデスク）二輪の小型自動車（250cc超）

原動機付自転車
小型特殊自動車

住民課・加茂川総合事務所・吉川支所
大和支所・井原出張所

お問い合わせ先 　税務課　課税班　☎0866－54－1315

へそっぴー
ポイント
対象事業

楽しい
調理実習

健康長生き
のヒント
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役場からのお知らせ

「住みたいまち」定住奨励金のお知らせ「住みたいまち」定住奨励金のお知らせ
　この制度は、吉備中央町への若者の定住を促進し、町の担い手の確保を図りつつ、明るく活気にあふれる
吉備中央町を築くことに寄与することを目的として奨励金等を交付する制度です。
　奨励金は下記のとおりとなっていますので、要件に該当される方は期限内に申請してください。

住みたいまち定住奨励金

奨励金名 金額等 交付対象要件等

住宅取得奨励金 基本額70万円
（一括交付）

【交付対象要件】
・�平成26年１月１日から平成30年12月31日までに、吉備高原都市又は
ハートフルタウンの分譲地に新築（建築日から１年未満の未入居のもの
を含む）された方。
・�固定資産税が最初に賦課された年の１月１日において申請者の年齢が
50歳以下であること。

【申請期限】
・�対象住宅に係る固定資産税が最初に賦課された年の４月１日から同年８
月末日まで。

民間賃貸住宅入居
奨励金

■月額　１万円
（最長24ヶ月）

【交付対象要件】
・�町内に所在する民間賃貸住宅（民間賃貸住宅の賃貸借契約日が平成27
年４月１日から平成32年３月31日までの間に締結している）に入居さ
れた方。
・�民間賃貸住宅の賃貸借契約に基づく月額賃料（家賃）が月額３万円以上
であること。（ただし、共益費、管理費及び駐車場使用料等は除く）
・�申請時において中学生以下の子どもがいる子育て世帯、若しくは夫婦の
いずれか一方の年齢が40歳以下の新婚世帯（婚姻日から１年以内）で
あること。

就業奨励金 ・�５万円
・�「ロマン高原かよう
総合会館主催事業」
入場券の無料引換券

【交付対象者】
・�平成27年４月１日から平成32年３月31日までの間に、卒業後初めて就
業された方。
・�町内又は通勤可能な町外の事業所等に就業された方。
・�申請年度の４月１日現在において、年齢が30歳以下であること。

【申請期限】
・�就業した日から１年間

U I ターン奨励金 ■一人の場合
・�３万円
・�「ロマン高原かよう
総合会館主催事業」
入場券の無料引換券
■複数の場合
・�５万円
・�「ロマン高原かよう
総合会館主催事業」
入場券の無料引換券

（中学生以下一人につ
き３万円加算あり）

【交付対象者】
・�本町に定住の意志を持って平成27年４月１日から平成32年３月31日ま
でに転入された方。
・�町内又は通勤可能な町外の事業所等に就業されている方。
・�申請年度の４月１日現在において、50歳以下であること。

【対象外】
・�転勤等による一時的な転入や婚姻等のために転入した場合は対象となり
ません。

【申請期限】
・�転入した日から１年間

結婚祝金 ■５万円
（夫婦１組につき）
・�「ロマン高原かよう
総合会館主催事業」
入場券の無料引換券

【交付対象者】
・�平成27年４月１日から平成32年３月31日までの間に婚姻された方。
・�夫婦双方とも申請年度の４月１日現在において、50歳以下であること。
・�夫婦双方とも過去に町から結婚祝金の交付を受けていないこと。

【申請期限】
・�婚姻日から１年間
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Information from office

○�前頁の要件を満たした場合であっても、町税及び町納付金に滞納がある場合等は定住奨励金を交付することができませ
ん。また、過去において吉備中央町定住促進条例及び吉備中央町夢のある町定住促進条例、住みたいまち定住促進条例
の規定による同種の定住奨励金の交付を受けている場合についても交付することができません。
○就業奨励金、Ｕターン奨励金、Ｉターン奨励金はいずれか１度のみの交付となります。
○前頁の奨励金によっては、重複しての交付が可能な場合もあります。
○詳細については、吉備中央町住みたいまち定住促進条例及び同施行規則によります。

お問い合わせ先 　定住促進課　定住促進班　☎0867－34－1116

　　「吉備中央町縁結び活動奨励金制度」が始まりました。　　「吉備中央町縁結び活動奨励金制度」が始まりました。
　全国的にも未婚化、晩婚化が問題となっているのはご承知のとおりですが、特に少子化が進んでいる本町
においてはより深刻な問題であり、もはや家族や個人の問題だけではなく、町全体の課題として取り組むこ
とが必要となっています。
　そこで、吉備中央町結婚推進委員の方に縁結び活動奨励金を交付する制度を、新たに４月よりスタートし
ました。

交付対象者 � 吉備中央町結婚推進委員（＊）
事 業 内 容 � 出会い事業：初対面かつ独身の異性２人に対して、お見合い等を実施すること。
� 成 婚 事 業：出会い事業で出会った２人を成婚へ導く活動をすること。

奨励金の事業種別 出会い事業 成婚事業

奨励金の額
１回につき10,000円
ただし、同一年度内において対象者
一人当たり２回を限度とします。

１組につき100,000円

奨励金の要件
出会い事業が行われた日において、
当事者のいずれかが１年以上町内に
居住していること。

出会い事業を実施した日から、３か
月以上経過した当事者が婚姻してい
ること。

申請起算日 出会い事業が行われた日 当事者が婚姻した日

申 請 書 類 � �交付申請書・請求書を、定住促進課までご提出ください。申請書類は、役場各支所および定
住促進課へ置いてあります。

� ※�制度の詳細につきましては、町公式ホームページをご覧いただくか、定住促進課までお尋
ねください。

＊吉備中央町結婚推進委員とは…

　婚姻を希望する町内の独身者の方に、出会いの機会の提供や婚姻に向けた支援をしていただいている方た
ちです。以下の２つの要件に該当する方のお申し込みをお待ちしています。

要　　件 � ・町内に住民登録をし、かつ、生活の本拠を置いている20歳以上の方。
� ・奉仕の精神を持ち、結婚推進に熱意があり、仲介等の経験が豊かな方

申し込み � �住所、氏名（押印）、年齢、電話番号、結婚推進活動への意欲をご記入の上、定住促進課までお
送りください。

� ＊要件に該当された場合は、町長から委嘱状を交付します。（委嘱期間は３年間です）

お問い合わせ・お申し込み先 　定住促進課　定住促進班　☎0867－34－1116

定住サイト

http://www.town.kibichuo.lg.jp/site/teijyu/
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役場からのお知らせ

結核検診・肺がん検診のお知らせ結核検診・肺がん検診のお知らせ
レントゲン車が町内各所を巡回しますので、最寄りの会場で受診してください。

対 象 者 � 結核検診　：65歳以上の方
� 肺がん検診：40歳以上の方�※年齢基準日：平成30年４月１日
検査料金 � 無料
日　　程

期　日 実 施 場 所 受 付 時 間 期　日 実 施 場 所 受 付 時 間

５月18日
（木曜日）

（溝部）藤村昌之様宅横 � 9：20～� 9：35

５月23日
（火曜日）

下竹荘公民館 � 9：00～� 9：50
（福沢）曽壁福沢倉庫前広場 � 9：50～10：05 椿公会堂 10：20～10：35
笹目公会堂 10：20～10：30 （下竹）ライスセンター 10：50～11：20
新山ほほえみセンター 10：55～11：05 （黒土）宮井昭夫様宅前 11：35～12：00
井原コミュニティセンター 11：30～11：50 （豊野）挊信ごみステーション横 13：30～13：50
豊岡いきいきプラザ 13：25～13：45 ロマン高原かよう総合会館 14：05～15：05
湯の瀬温泉前 13：55～14：15
ラーバニスト小森の里 14：30～14：45
（小森）浅田土建事務所前 15：00～15：15

５月19日
（金曜日）

高富公民館 � 9：10～� 9：25

５月25日
（木曜日）

黒山京ぐろ倉庫 � 9：00～� 9：15
（実方）小倉幸康様宅車庫前 � 9：50～10：15 河内田公会堂 � 9：35～� 9：55
円城基幹集落センター 10：35～11：10 藤田公会堂 10：15～10：40
飛躍の郷「ひだまり」 11：30～11：50 吉川公民館 11：00～11：40
上田東共栄公会堂 13：00～13：15 おかやま酪農業協同組合 13：15～13：40
（三納谷東）石井様宅車庫前 13：30～13：45 北老人ホーム 14：00～14：35
細田公会堂 14：00～14：20 （湯山）遠藤壽男様宅前 15：00～15：15
和田公民館 14：35～14：45
長田ふれあいセンター 15：00～15：20

５月22日
（月曜日）

お祭り会館 � 9：10～� 9：30

５月26日
（金曜日）

キョーエイ賀陽店 � 9：00～� 9：40
美原集落センター � 9：50～10：05 上竹荘公民館 � 9：55～10：25
（高谷）長丸ふれあいセンター 10：30～10：45 室納生活センター 10：50～11：05
高原上野公民館 11：05～11：20 舞地選果場 11：15～11：30
吉備プラザ 11：40～12：05 大和公民館 13：00～13：45
竹部公民館 13：20～13：35 東村ふれあい市場 14：00～14：25
（広面）西信建設前 13：55～14：05 梅戸石材店前 14：50～15：10
津賀小学校 14：20～14：40 西生活センター 15：25～15：40
役場加茂川庁舎 14：55～15：20

喀痰検査：�50歳以上の方で、喫煙指数（１日の喫煙本数×喫煙年数）が600以上の方は、受診をおすすめ
します。レントゲン検査当日、検査料金400円（容器代含む）を支払い、３日分の痰を取って
郵送で提出します。

お知らせ：今後に向けて受診者数の少ない会場は見直しを行いますので、ご了承ください。

受診票は、平成28年11月に実施した「けんしん対象者調査」をもとに、受信希望の方や受診勧奨のため、
どこの検診も受ける予定のない方にお配りします。受診票をお持ちでない方で、受診希望の方は保健課
までご連絡ください。

お申し込み・お問い合わせ先 　保健課　地域保健班　☎0866－54－1326
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ジ
ュ
ニ
ア
の
部
…
小
学
生

…
小
学
生

　
「
三 

光
」

	

人
　
な
い
て
た
ら
助
け
て
あ
げ
よ
う
気
持
ち
よ
く	

村
上
ベ
ー
カ
ー
大
和

	

地
　
大
震
災
日
本
の
な
み
だ
忘
れ
な
い	

山
口
　
瑚
白

	

天
　
難
民
の
泣
き
声
笑
顔
に
変
わ
る
日
を	

天
艸
　
ゆ
り

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
…
中
学
生

…
中
学
生

　
「
三 

光
」

	

人
　
最
高
の
宝
は
君
の
う
れ
し
泣
き	

海
士
部
あ
す
か

	

地
　
泣
く
こ
と
で
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
え
る	

山
本
　
渓
舟

	

天
　
世
界
中
平
和
続
か
ず
泣
い
て
い
る	

小
林
　
陽
子

一
般
の
部

　
「
佳 

吟
」

	

　
　
子
が
巣
立
ち
焼
酎
片
手
に
泣
く
背
中	

易
　
慎
太
郎

	

　
　
人
生
は
泣
き
と
笑
い
の
交
差
点	

大
月
　
厚
子

	

　
　
娘
が
嫁
ぎ
ひ
そ
か
に
泣
い
た
夫
が
い
る	

海
士
部
節
子

	

　
　
発
車
ベ
ル
笑
顔
の
裏
で
し
の
び
泣
き	

浅
田
　
君
子

	

　
　
会
葬
へ
泣
く
な
と
笑
っ
て
い
る
遺
影	

浅
田
冨
貴
子

　
「
三 

光
」

	

人
　
泣
き
暮
れ
て
し
ず
か
に
燃
や
す
底
力	

鶴
沢
　
弘
子

	

地
　
泣
け
る
だ
け
泣
い
て
明
日
の
米
を
研
ぐ	

黒
瀬
　
嘉
子

	

天
　
泣
き
わ
ら
い
駆
け
抜
け
て
き
た
九
十
九
折	

中
山
　
文
恵

　
水
ぬ
る
み
小
川
の
流
れ
も
き
ら
め
き
て
鮠は

え

の
動
き
も
水
底
に
見
ゆ	

土
居
　
照
代

　
舗
装
路
を
杖
ひ
く
姿
今
も
な
ほ
瞼
に
う
か
び
愛
し
く
思
ふ	

山
崎
　
智
子

　
あ
り
あ
け
の
月
に
映
え
つ
つ
積
む
雪
の
深
さ
を
思
ふ
明
け
の
明
る
さ	

難
波
　
良
子

　
文
字
と
文
字
の
間
に
ハ
ー
ト
が
並
ん
で
る
孫
の
手
紙
を
爺
じ
と
読
み
解
く	

河
内
　
晶
子

　
北
風
は
名
残
り
惜
し
い
か
今
日
も
又
雪
を
混
じ
え
て
荒
ぶ
れ
て
い
る	

山
本
　
豊
子

　
コ
ー
ド
付
の
チ
ェ
ン
ソ
ー
は
楽
と
丸
太
切
る
老
の
足
元
日
の
光
さ
し	

中
山
　
文
恵

　
六
名
と
な
り
し
同と

も窓
の
幸
を
祈
り
つ
つ
見
る
ア
ル
バ
ム
の
笑
顔	

国
只
由
紀
子

＊５月の課題は「眼鏡」、６月の課題は「草」です。
　投句の方法…はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－9　津賀公民館放送川柳係までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

＊�町内皆さまのご参加をお待ちして
います。

　�毎月第３木曜日に円城公民館（総
合福祉センター）へ５首までを持
参。合評・互選などをしています。

あ
ら
く
さ
短
歌
会 

（
円
城
公
民
館
）

放
送
川
柳　

平
成
29
年
３
月
秀
句　

題
「
泣
く
」 

（
津
賀
公
民
館
）

今月の公民館主催行事をお知らせいたします。
※詳しくは各公民館へお問い合わせください。

開催期日 公民館 行　事　名 時間・会場・内容等

５月８日㈪
　　22日㈪ 上竹荘 太極拳 午後１時30分～　参加費200円　シューズ・飲み物持参

５月９日㈫ 下竹荘 うた教室 午前10時～　参加費500円

５月15日㈪ 吉　川 ３時のおちゃにきてください！ 午後１時～　参加費100円　要申込

５月17日㈬
　　24日㈬ 御　北 御北こども大学 午後３時10分～　開講式　要申込

津賀公民館　　☎0867－34－1807　　円城公民館　☎0867－34－1555　　御北公民館　☎0867－35－0550
上竹荘公民館　☎0866－54－1784　　納地公民館　☎0866－54－0971　　豊野公民館　☎0866－54－0194
下竹荘公民館　☎0866－54－0970　　吉川公民館　☎0866－56－7020　　大和公民館　☎0866－55－5974

公民館コーナー公民館コーナー
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出会いの出会いの

扉扉

かもがわ図書館 ロマン高原かよう図書館

書　　名 著者・出版社 書　　名 著者・出版社
絵
　
　
　
本

とんとんだあれ？

ぼくのもものき

迷路探偵ピエール�～うばわれた秘宝を探せ！～

マレーク･ベロニカ／風濤社

広野多珂子／福音館書店

カミガキヒロフミ／永岡書店

いそいでおでかけ

ソフィアのとってもすてきなぼうし

ノラネコぐんだん�そらをとぶ

五味太郎／童心社

ブライアン･カラス／BL出版

工藤ノリコ／白泉社

児
　
童
　
書

たけ�もうそうだけのおやこ
150％パニック！�絶対ダマされる！？�
からだマジック
マーサとリーサ�３�
花屋さんのお店づくり手伝います！

甲斐信枝／福音館書店

斉藤ふみ子／汐文社

たかおかゆみこ／岩崎書店

ちびおにビッキ

微生物のサバイバル１

火山とくらす

砂山恵美子／こぐま社

ゴムドリCo.／朝日新聞出版

井口正人／くもん出版

一
般
実
用
書

メディアにむしばまれる子どもたち

おいしく食べるあま酒レシピ

利き脳片づけ術

田澤雄作／教文館

舘野真知子／東邦出版

高原真由美／小学館

シュレディンガーの猫

焚火の達人

写実絵画の新世紀：ホキ美術館コレクション

アダム･ハート=デイヴィス／創元社

伊澤直人／地球丸

別冊太陽編集部／平凡社

一
般
読
み
物

本を守ろうとする猫の話

柳生三代の鬼謀

浮雲心霊奇譚３�菩薩の理

夏川草介／小学館

鳥羽　亮／徳間書店

神永　学／集英社

失われた地図

小やぎのかんむり

ハリネズミの願い

恩田　陸／KADOKAWA

市川朔久子／講談社

トーン・テレヘン／新潮社

５月の休館日 かもがわ図書館 ☎ 0867－34－1115
  0867－34－1124
ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866－54－1331
  0866－54－1311

 1日 ３〜５日
 8日 15日 21日
22日 29日

『まちにはいろんなかおがいて』
� 佐々木マキ／文・写真　福音館書店��㋺

めがふたつ、くちがひとつ。点が３つ
あると不思議とかおに見えてくる。横
断歩道の押しボタン、マンホール、遊
具にゴミ箱。まちの中にはかおに見え
るいろんなものがかくれている。かお
だと思って探してみるとおもしろい。
「もの」がいつもとちがう角度で見え
てくるよ。

『MINIATURE�LIFE』
� MINIATURE�CALENDER��か

ブロッコリーの森でピクニック？�
畳の目で農作業？�セロハンテープ
の小川？�ジオラマ用の人形と日用
品で作られた愉快なミニチュアの
世界。ミニチュアの世界だと、普
段使っている文房具もまた違った
見方になっています。気分転換に
ゆるっと楽しめる写真集です。

５月15日㈪　９：30～12：00５月15日㈪　９：30～12：00
吉備プラザ内　１階　第１会議室
●講演　「めずらしい話がいっぱい！吉備中央町の民話」
　　　　立石憲利（民俗学者　日本民話の会会長）
●語り　大和神社の爪なし竜　ほか２話
 加賀語りの会　どんぶらこ

第１回　６月７日㈬第１回　６月７日㈬
第２回　７月５日㈬第２回　７月５日㈬
第３回　８月２日㈬第３回　８月２日㈬
場所　ハートオブおかやま会館
●講師　中山美保（元RSKアナウンサー）

図
書館だより 2017 年５月号

吉備中央町の民話の本吉備中央町の民話の本
出版記念講演会出版記念講演会

『岡山「へその町」の民話
岡山県吉備中央町の採訪記録』

� 立石憲利・吉備中央町図書館　編著

講 座講 座

声に出して楽しむ『源氏物語』
� 全３回

『源氏物語』（瀬戸内寂聴訳・講談社）をテキストにして、
時代背景や貴族の生活様式、人物関係などわかりやすい
説明を聞きながら、音読を楽しむ講座です。
＊�「人に聞いてもらうことを目的とする朗読」とは違い、
自分で気持ちよく声をだしながら、読み進めていきます。

2014年から約２年間、町内各地区で聞き取りをした伝承
を集め、一冊の本にしました。（450ページ・507話）
＊申込みはいりません。どなたでもご参加ください。

新着図書
案内

お
す
す
め
本

�

紹
介
者
・
塚
本�

望

※記載内容のお問い合わせ：お気軽に図書館へご連絡ください。
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私
は
夏
休
み
に
母
か
ら
、
な
す
の
味
噌
炒
め
の
作
り
方
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
母
が
作
る
味
噌
炒
め
に
は
、
特
別
な
味

わ
い
が
あ
り
ま
す
。
な
す
が
嫌
い
で
も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
ほ
ど
お
い
し
い
の
で
す
。

　

母
が
洗
濯
物
を
畳
み
な
が
ら
、
作
り
方
を
口
で
説
明
し
て
く

れ
た
の
で
、
私
は
そ
れ
を
聞
き
な
が
ら
作
っ
て
み
ま
し
た
。

「
な
す
を
食
べ
や
す
い
サ
イ
ズ
に
切
っ
て
、
味
噌
と
み
り
ん
と
酒

と
し
ょ
う
ゆ
を
混
ぜ
て
、
い
た
め
た
ら
で
き
る
。」

と
母
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
簡
単
だ
な
と
思
っ
た
け
ど
難
し

い
と
こ
ろ
が
一
つ
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
合
わ
せ
調
味
料
を
作

る
と
こ
ろ
で
す
。
味
噌
も
み
り
ん
も
酒
も
し
ょ
う
ゆ
も
分
量
が

分
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
分
量
を
聞
こ
う
と
思
っ
た
け
れ

ど
、
母
は
、「
適
当
じ
ゃ
。」
と
言
う
気
が
し
た
の
で
聞
か
ず
に
、

い
つ
も
の
味
を
思
い
出
し
て
作
っ
て
み
よ
う
と
し
ま
し
た
。
何

回
か
捨
て
た
り
、
味
噌
を
入
れ
す
ぎ
た
り
し
て
難
し
か
っ
た
で

す
。

　

母
が
分
量
を
教
え
て
く
れ
て
い
た
ら
、
全
然
時
間
は
か
か
っ

て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
人
に
頼
ら
ず
自
分
で

作
っ
た
と
い
う
達
成
感
が
あ
る
と
信
じ
て
作
っ
て
み
よ
う
と
が

ん
ば
り
ま
し
た
。
そ
し
て
い
つ
も
簡
単
そ
う
に
パ
パ
ッ
と
作
っ

て
く
れ
る
母
で
も
、
味
を
し
っ
か
り
考
え
な
が
ら
作
っ
て
い
た

ん
だ
と
気
づ
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
食
べ
て
も
ら

う
人
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
作
る
こ
と
で
す
。

　

食
べ
て
も
ら
う
人
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
作
る
と
い
う

の
は
、
今
回
だ
け
に
限
り
ま
せ
ん
。
私
は
家
族
の
誕
生
日
パ
ー

テ
ィ
ー
を
す
る
日
に
は
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
す
。
作
っ
た
ケ
ー
キ

を
食
べ
て
喜
ん
で
も
ら
う
よ
う
に
作
り
ま
す
。
そ
の
と
き
も
み

ん
な
が
「
お
い
し
い
、
お
い
し
い
。」
と
言
っ
て
食
べ
て
く
れ
ま

す
。
甘
い
も
の
を
そ
ん
な
に
食
べ
な
い
父
も
、
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

を
作
る
と
食
べ
て
く
れ
ま
す
。
父
は
優
し
い
か
ら
私
を
た
く
さ

ん
褒
め
て
く
れ
ま
す
。
み
ん
な
が
お
い
し
く
食
べ
て
く
れ
る
と

ま
た
作
ろ
う
と
言
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

実
は
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
の
つ
く
り
方
を
教
え
て
く
れ
た
の
も
母

で
す
。
初
め
て
作
っ
た
と
き
は
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、
何
回
も

作
る
う
ち
に
今
で
は
あ
ま
り
時
間
を
か
け
ず
に
す
ぐ
作
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
今
回
私
が
作
っ
た
な
す
の
味
噌
炒
め
を
家
族
み
ん
な

で
食
べ
た
と
き
、

「
お
い
し
い
な
ぁ
。」

と
み
ん
な
が
お
い
し
そ
う
な
顔
を
し
て
食
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

も
っ
と
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
、

「
上
手
に
作
っ
た
が
ぁ
。」

と
母
が
私
に
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
み
ん
な
に
「
い
つ
も

と
味
が
違
う
」
な
ど
と
言
わ
れ
な
く
て
安
心
し
ま
し
た
。
な
す

も
ま
だ
家
に
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
ま
た
作
ろ
う
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

母
は
本
当
に
料
理
も
お
菓
子
も
上
手
で
す
。

「
ダ
イ
エ
ッ
ト
せ
ん
と
い
け
ん
。」

と
私
が
言
っ
た
と
き
で
も
肉
料
理
ば
か
り
出
し
て
き
ま
す
。
食

べ
る
と
お
い
し
く
て
、
は
し
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
今
食
べ
て
お

か
な
い
と
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
そ
ん

な
母
の
料
理
が
私
は
大
好
き
で
す
。

　

お
い
し
い
料
理
を
食
べ
て
自
分
で
も
作
り
た
い
と
思
っ
た
と

き
は
、
身
近
な
人
に
作
り
方
を
聞
い
て
作
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
時
は
参
考
に
な
ら
な
く
て
も
、
大
人
に
な
っ
て
一
人

で
献
立
を
考
え
る
と
き
な
ど
に
役
立
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
大
す
き
な
母
の
味
を
覚
え
て
お
い
て
、
疲
れ
た
日
な
ど

に
食
べ
た
い
で
す
。
き
っ
と
疲
れ
も
吹
き
飛
ぶ
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
レ
ト
ル
ト
が
あ
っ
た
り
冷
凍
食
品
が
あ
っ
た
り
し

て
、
料
理
を
作
る
機
会
が
な
い
人
も
増
え
て
き
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
栄
養
が
偏
っ
た
食
事
を
と
る
の
も
よ

く
な
い
と
思
い
ま
す
。だ
か
ら
私
は
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
良
く
て
、

何
を
作
っ
て
も
お
い
し
い
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
食
事
を

作
る
こ
と
の
で
き
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。
母
の
よ
う
な
腕
前

に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
ま
す
ま
す
強
ま
り
ま
し
た
。

　
「
な
す
の
味
噌
炒
め
」
そ
れ
は
、私
に
と
っ
て
大
切
な
母
の
味
。

こ
の
夏
休
み
の
経
験
は
、
食
事
を
囲
む
家
族
の
温
か
さ
や
食
事

が
で
き
る
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
る
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

岡
山
県  「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
28
年
度
）
今
回
は
優
良
賞
に
輝
き
ま
し
た
、

�

小
室
明
華
さ
ん
の
「
な
す
の
味
噌
炒
め
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「なすの味噌炒め」
平成28年度加賀中学校卒業

小室　明華さん
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地域おこし協力隊便り Vol.

25

新たに加わった

メンバーを紹介します！

古
こ が

賀 智
と も き

己（36）

①福岡県久留米市
②九州産業大学芸術学部
　職業：自然ガイド
③初めまして！ この春、家族（妻、
一才の息子、犬一匹）で移住して
きました。一目惚れした豊かな自

然と温かい人々の中で「温故知新」の心を持って、皆
さまの間や場をつなぐお手伝いをしていきます。ご指
導よろしくお願いいたします。

堀
ほ り べ

部 憲
け ん じ

史（22）

①滋賀県米原市
②大阪大学外国語学部（休学中）
③「どうして勉強するのだろう？
何を勉強したいだろう？」と自分
に問いかける大切さを、大学生に
なって少しずつ分かるようになり

ました。Kii+に通ってくれる子どもたちと一緒に考え、
学んでいけたらと思っています！

小
こ し ろ

城 洋
ようすけ

介（23）

①京都府京都市
②関西大学文学部
③旅が好きで、２年前にはママ
チャリで日本一周の旅をしていま
した。観光事業などを通して、町
の皆さまと深く関わっていきたい

と考えています。これからよろしくお願いいたします。

三
み よ し

好 菜
な つ き

月（23）

①大阪府羽曳野市
②大阪大学外国語学部（休学中）
③Kii+に来てくれる生徒たちに全
力で向き合って、学力サポートだ
けでなく彼らの興味や関心を引き
だしていけるような塾を作ってい

けたらと考えています。自分自身も生徒たちと一緒に
試行錯誤しながら、これから頑張っていきたいと思い
ますので、よろしくお願いします。

近
こんどう

藤 沙
さ ゆ り

由里（22）

①北海道砂川市
②弘前大学　人文学部
③大学では西洋美術史を勉強する
かたわら、フリーペーパー制作や
イベント運営等をしていました。
自分の持つ視点や感覚を大切にし

ながら、皆さまと一緒にワクワクするような仕事を
行っていきたいと考えています。よろしくお願いいた
します！

①出身地
②出身大学・経歴
③コメント

吉備中央町に来てまだ日も浅く、
右も左もわからない状態なので、
皆さんと交流を深めながら、

町の魅力を知っていきたいです。
道端などでお会いした際には、

お声がけいただけると嬉しいです。
地域の皆さんの力をお借りしながら、
１日でも早く町で必要とされる人に
なれるように精進いたします！
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Information

町以外からの

お知らせ

Info
rmation小

児
救
急
医
療
相
談
電
話

小
児
救
急
医
療
相
談
電
話

番
号
の
変
更
に
つ
い
て

番
号
の
変
更
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
４
月
３
日
か
ら
小
児
救
急

医
療
相
談
の
電
話
番
号
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
。
夜
間
の
急
な
子
ど
も
の
病
気

な
ど
お
困
り
の
際
は
、
ご
遠
慮
な
く
お

電
話
く
だ
さ
い
。
症
状
に
応
じ
た
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
し
ま
す
。

※
相
談
時
間

　

平
日　
午
後
７
時
～
翌
朝
の
午
前
８
時

　

土
日
祝
（
年
末
年
始
）

　

午
後
６
時
～
翌
朝
の
午
前
８
時

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

小
児
救
急
電
話　

☎
♯
８
０
０
０

　
ま
た
は�

☎
０
８
６

−８
０
１

−０
０
１
８

後
楽
園
「
茶
つ
み
祭
」

後
楽
園
「
茶
つ
み
祭
」

　

岡
山
後
楽
園
の
恒
例
行
事
『
茶
つ
み

祭
』
を
、５
月
21
日
㈰
に
開
催
し
ま
す
。

新
緑
の
美
し
い
園
内
の
茶
畑
で
は
「
美

作
市
海
田
茶
摘
み
踊
り
保
存
会
」
に
よ

る
茶
つ
み
の
実
演
と
、
伝
統
行
事
の
茶

つ
み
踊
り
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　

可
愛
ら
し
い
茶
つ
み
娘
さ
ん
た
ち

が
、
姉
さ
ん
か
ぶ
り
に
紺
カ
ス
リ
と
昔

な
が
ら
の
衣
装
に
身
を
包
み
、
柔
ら
か

な
茶
の
新
芽
を
次
々
に
摘
み
取
っ
て
い

く
姿
は
と
て
も
風
情
が
あ
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
茶
つ
み
体
験
会
（
有
料
）

や
新
茶
の
試
飲
、
手
も
み
に
よ
る
製
茶

の
実
演
の
他
、
開
放
芝
生
で
岡
山
城
を

仰
ぎ
見
な
が
ら
の
野
点
（
茶
会
）
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、初
夏
の
後
楽
園
で
〝
茶
つ
み
〟

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

○
開
催
日　
平
成
29
年
５
月
21
日
㈰

○ 
茶
つ
み
及
び
茶
つ
み
踊
り
の
実
演

は
、
１
日
４
回
実
施

　

�

①
午
前
10
時
半
～
②
午
前
11
時
半
～

③
午
後
１
時
～
④
午
後
２
時
～

　
（
１
回
30
分
ほ
ど
）

○
入
園
料

　

�

大
人
４
０
０
円

　

65
歳
以
上
１
４
０
円

　

高
校
生
以
下
は
入
園
無
料

　

※
高
校
生
は
、生
徒
手
帳
な
ど
提
示
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
後
楽
園

 

☎
０
８
６

−

２
７
２

−

１
１
４
８

※�

イ
ベ
ン
ト
は
天
候
な
ど
に
よ
っ
て
変
更

ま
た
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
を

狂
犬
病
予
防
注
射
を

��

受
け
ま
し
ょ
う

受
け
ま
し
ょ
う

　

４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
は
狂

犬
病
予
防
注
射
の
実
施
時
期
で
す
。

　

狂
犬
病
は
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ

た
犬
な
ど
の
動
物
に
咬
ま
れ
る
こ
と
に

よ
り
感
染
し
、
発
症
す
る
と
ほ
ぼ

１
０
０
％
死
亡
す
る
恐
ろ
し
い
病
気
で

す
。
日
本
で
の
犬
の
発
生
は
し
ば
ら
く

あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
本
の
周
辺
国
を
含

む
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
依
然
と

し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。
万
が
一
国
内

に
侵
入
し
た
時
の
蔓
延
防
止
対
策
と
し

て
、
飼
い
犬
を
把
握
す
る
た
め
の
登
録

と
接
種
率
を
高
め
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
生
後
91
日
以
上
の
犬
を
所
有
し

て
い
る
方
、
又
は
所
有
す
る
こ
と
に

な
っ
た
方
は
、
１
ヶ
月
以
内
に
生
涯
１

回
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ

せ
た
方
で
、狂
犬
病
予
防
注
射
済
票（
ア

ル
ミ
又
は
ス
テ
ン
レ
ス
製
）
の
交
付
を

受
け
ず
、狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
（
紙
）

の
み
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
最
寄
り

の
市
町
村
に
連
絡
し
て
狂
犬
病
予
防
注

射
済
票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

 
☎
０
８
６

−

７
２
４

−

９
５
１
２

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に

お
け
る
山
岳
遭
難
の
防
止

お
け
る
山
岳
遭
難
の
防
止

　

例
年
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
、

全
国
的
に
登
山
や
山
菜
採
り
な
ど
で
山
岳

遭
難
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
事
故
を

防
止
し
、
行
楽
期
を
楽
し
く
過
ご
す
た
め

に
も
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

○�

単
独
で
の
登
山
や
体
調
不
良
時
の
登

山
は
大
変
危
険
で
す
。
必
ず
グ
ル
ー

プ
で
行
動
す
る
ほ
か
、
体
調
不
良
時

は
登
山
を
中
止
す
る
な
ど
、
日
程
と

気
持
ち
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
行
動
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
装
備
品
・
服
装

を
よ
く
点
検
し
、
万
一
に
備
え
携
帯

電
話
な
ど
の
連
絡
手
段
を
必
ず
確
保

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○�

標
高
の
高
い
山
で
は
気
温
が
低
く
、

天
候
が
急
変
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
最
新
の
天
気
予
報
を
確
認
し
、

悪
天
候
時
の
登
山
は
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

○�

山
菜
採
り
で
は
、
夢
中
に
な
っ
て
道

に
迷
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
帰
り
道

に
目
印
を
つ
け
る
な
ど
し
て
下
山
に

向
け
た
安
全
対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

○�

山
に
は
熊
を
は
じ
め
、
毒
蛇
・
蜂
・

ダ
ニ
な
ど
が
い
ま
す
。
熊
鈴
や
ラ
ジ

オ
な
ど
で
人
の
存
在
を
知
ら
せ
る
ほ

か
、
肌
を
露
出
し
な
い
服
装
に
心
掛

け
、
草
む
ら
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○�

登
山
計
画
書
は
、
万
が
一
、
遭
難
し
た

場
合
の
迅
速
な
捜
索
活
動
や
ご
家
族

へ
連
絡
す
る
た
め
重
要
と
な
り
ま
す
。

登
山
の
前
に
、
所
属
ク
ラ
ブ
や
警
察

署
な
ど
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
警
察
本
部
地
域
課

 

☎
０
８
６

−

２
３
４

−

０
１
１
０
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みなさんからお便り・みなさんからお便り・
イラスト・写真をイラスト・写真を
お待ちしています。お待ちしています。

みんなのみんなの
ページページ

おめでとう
満１歳

ひはるちゃん、お姉ちゃん、
お兄ちゃんと仲良く元気に
大きく育ってね。家族より

● 平成28年５月２日生まれ 菅菅す
が
の

す
が
の野野    

妃妃ひ
は
る

ひ
は
る華華  

ち
ゃ
ん
（
上
竹
）

ち
ゃ
ん
（
上
竹
）

お誕生日おめでとう、元気
で明るく育ってね。

● 平成28年５月10日生まれ 伊伊い

が

い

が賀賀    

美美み
こ
と

み
こ
と琴琴  

ち
ゃ
ん
（
吉
川
）

ち
ゃ
ん
（
吉
川
）

団 体 名 � Kibi�plateau�English�Café
活動内容 � �平成27年６月からコーヒー、手作りピザ等を食べながら

英会話を楽しんでまいりました。町内に住む外国の方に
も楽しんでいただけるように、一部変更して再開します。

場　　所 � 湯山1280-133（代表　井坂忠男自宅）
時　　間 � 毎月第２火曜日17時30分から19時
� 　　第４火曜日17時30分から20時

対 象 者 � 英語の好きな方だれでも、特に外国人大歓迎
� People�from�other�countries�living�our�town�are�welcomed.

内　　容 � �飲食しながら、日常のごくありふれたやさしい出来事を、３コンタクト（目、体、声）をフ
ルに用いて英語で話します。ＡＢＣ、1、2、３、５Ｗの発声練習から始めます。

ル ー ル � English�Caféの時間内は、できるだけSpeak�English�only
費　　用 � �200円　ただし毎月最終日は、特製ピザ付きで300円　※ただし、外国の方は無料

内容や参加についてのお問い合わせ先 　�代表　井坂忠男　☎0866−56−6027

町内で活動しているスポーツや文化活動、地域づくりに取り組んで
いる団体・グループを紹介します。
掲載を希望される場合は、企画課　公聴広報班にご応募ください。

みんながみんなが
主役主役

～エール～～エール～

Birthday!
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（貴）方らしく  何事にも
（勇）気を持ち  人々を支える
（基）に  なってほしいです。

● 平成28年５月22日生まれ 藤藤ふ
じ
も
り

ふ
じ
も
り森森    

貴貴た

か

ゆ

き

た

か

ゆ

き

勇
基
勇
基  

ち
ゃ
ん（
竹
荘
）

ち
ゃ
ん（
竹
荘
）

農家民宿で１日体験農家民宿で１日体験！！！！
　農家民宿推進協議会では、町内の子どもを対象とした１日農業体験
として、自然薯掘り、寄せ植え、農機具、餅つき体験を行いました。
保護者の方も含め約70人の方が参加
し、楽しいひと時を過ごしました。
今後もいろんな体験を計画していき
ますので、よろしくお願いします。

　なお、町内では自然に恵まれた田舎ならではの農業体験ができ
る農家民宿も行っておりますので、皆さんぜひご利用ください。

�農家民宿の内容��農家民宿の内容�
１．民宿場所１．民宿場所　町内８カ所［吉川（２カ所）・宮地・岨谷（２カ所）・
　　　　　　　上田東・上田西・美原］
２．体験内容２．体験内容　農業体験（野菜収穫、稲作・畑作体験、タケノコ掘り等）
　　　　　　　体験学習（豆腐、こんにゃく、梅ジャム、味噌作り、餅つき体験等）
　　　　　　　アクティビティ（紅葉狩り、川遊び、アユのつかみ取り、薪割り体験等）
３．お申し込み３．お申し込み　農家民宿推進協議会にご連絡をお願いします。

お問い合わせ先 　農家民宿推進協議会（協働推進課内）　☎0866－54－1301

Happy

お誕生日おめでとう。元気
にすくすく大きくなって
ね。

● 平成28年５月19日生まれ 能能の

せ

の

せ勢勢    

み
み
こ

み
み
こ  

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん（
上
田
西
）

（
上
田
西
）
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今
月
号
の
表
紙

▼
今
月
号
の
表
紙
は
、
町
内
の
お
宅

に
お
伺
い
し
、
鯉
の
ぼ
り
を
撮
影
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
鯉
の
ぼ
り
を
背
に
元
気
い
っ
ぱ
い

の
子
ど
も
さ
ん
が
お
ら
れ
、
思
わ
ず

カ
メ
ラ
を
構
え
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り

ま
し
た
。

編
集
後
記

▼
春
と
い
え
ば
・
・
・
桜
、
卒
業
式
、

入
学
式
、同
時
に
「
出
会
い
」
と
「
別

れ
」
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
車
を

運
転
し
て
い
て
、
窓
か
ら
入
っ
て
く

る
風
が
気
持
ち
よ
く
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
あ
る
日
の
朝
、
ふ
と
ラ

ジ
オ
を
聞
い
て
い
る
と
、
春
を
テ
ー

マ
と
し
た
曲
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

春
の
歌
を
聴
い
て
い
る
と
、
出
会
い

と
別
れ
を
連
想
さ
せ
る
フ
レ
ー
ズ
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
昨
年
か

ら
広
報
担
当
に
な
り
、
取
材
等
で
い

ろ
ん
な
方
と
出
会
う
機
会
が
増
え
ま

し
た
。
私
に
と
っ
て
「
出
会
い
」
は
、

生
活
に
刺
激
を
与
え
て
く
れ
る
も

の
。
そ
れ
と
反
対
に
「
別
れ
」
は
、

人
の
温
か
さ
や
大
切
さ
に
気
づ
か
せ

て
く
れ
る
と
と
も
に
、
一
歩
を
踏
み

出
す
き
っ
か
け
に
な
る
も
の
。

　
こ
の
一
年
、
さ
ら
に
人
と
の
出
会

い
を
大
切
に
し
、
皆
さ
ん
に
親
し
ん

で
い
た
だ
け
る
広
報
紙
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

田
淵

EVENT INFORMATIONEVENT INFORMATION
イイベンント情情報

第13回�岩倉山ウォーキング第13回�岩倉山ウォーキング
日　　時 　　平成29年５月３日㈬　雨天決行
　　　　　　受付：午前10時　　開会：午前10時30分
集合場所 　　円城基幹集落センター��（吉備中央町円城732－３）
コ ー ス 　　３km　自然や歴史に気軽にふれあえる、お気軽ルンルンコース
　　　　　　５km　岡山県の中心�いわくら公園まで巡る、真ん中を満喫できるコース
主　　催 　　円城ふるさと村・吉備中央町観光協会
参 加 費 　　大人800円、小学生以下500円
お申し込み 　　道の駅かもがわ円城　　☎0867－34－1717
　　　　　　吉備中央町観光協会　　☎0866－54－1301
　　　　　　※４月24日㈪までにお申し込みください。
お問い合わせ先 　吉備中央町観光協会（協働推進課内）　☎0866－54－1301

吉備中央町観光協会�会員募集
〜私たちの住む吉備中央町を生き生きとした魅力あるまちに〜

　吉備中央町観光協会では、町内の観光資源を発掘活用し、価値ある財産として、まちづくりや地域経済の活
性化を目標に、皆さまにご協力をいただきながら活動を続けております。
　どうぞ、当会にご入会いただき、吉備中央町の観光振興にお力添えくださいますようお願い申し上げます。
現在会員の方は引き続き、ご入会いただきますようよろしくお願いします。
観光協会の主な活動
　 �地域観光資源の掘り起こし�　　　�（観光スポット、観光素材）
　 �文化の育成および保護�　　　　　�（伝統文化の継承、振興など）
　 �ふるさとの魅力、情報の発信�　　�（ホームページ、情報誌等で町の情報を発信、観光バスツアー）
　 �農家民宿の推進�　　　　　　　　�（「体験」＋「宿泊」型農家民泊）
年　会　費
　  個人会員　１口　1,000円　　  団体会員　１口　2,000円　　  法人会員　１口　10,000円

※�会費はお手数ですが、役場各窓口（会計管理室・協働推進課・加茂川総合事務所・各支所・出張所）ま
たは、JA岡山・JAびほくの窓口で納付くださいますようお願いいたします。

お問い合わせ・お申し込み先  吉備中央町観光協会（協働推進課内）
 ☎0866－54－1301　または　☎0866－54－1311

会員
募集
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第11回吉備中央町総合文化祭TOPIC�1

桜咲く、夢と希望を胸に旅立つTOPIC�2

　３月11日、12日、ロマン高原かよう総合会館で「第11回吉備中央町総合文化祭」（主催＝吉備中央町文化協会）
が開催され、同会員が日頃の活動の成果を発表しました。
　展示の部では、彫刻、水彩画、書道など、各サークルや町社会福祉協議会、吉備高原学園高等学校等の力作が
会館内に展示され、来場者を楽しませていました。
　２日目には、日本舞踊、大正琴、コーラス、オカリナ等それぞれの分野で華やかなステージが披露されました。
同日、館内外では、しんまちあきんどがうどんや天ぷら、揚げ物を販売したほか、ゲームコーナーも設けられ、
参加者は楽しいひと時を過ごしていました。

　３月15日、17日に町内の小中学校で卒業式が行われ、小学６年生87名と加賀中学校３年生85名の計172人が、
学び舎を旅立ちました。
　加賀中学校では、85名一人ひとりに卒業証書が授与され、在校生を代表して中瀨亜果梨さんが「皆さんから学
んだことを後輩に伝えていくことが卒業生への恩返しだと思います。思い出を胸に頑張ってください」と送辞を
述べました。その後、卒業生代表の塚田和生さんが「たくさんの人たちに支えられていたことに気づきました。
夢や希望を胸に頑張ります」と答辞を述べました。
　最後に、別れの歌を卒業生、在校生が合唱。退場では、立派に育った卒業生の姿に大きな拍手が送られていました。

　上竹荘小学校では、卒業生10名に卒業証書が授与されました。式では、菱沼校長が「努力は皆さんを裏切りま
せん。支えてくださる人や温かさに感謝し、自分を大切に一歩一歩進んでいってください」とはなむけの言葉を
贈りました。
　最後の卒業生と在校生のお別れの言葉では、児童が学校行事や思い出等を発表し合い、６年間の学校生活を振
り返る場面では、手で涙を拭う児童の姿がありました。

PHOTO
TOPICS
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22世紀の理
ふ る さ と

想郷  吉備中央町

子どもたちの笑い声があふれる　懐かしくて新しい　ふるさとの創造

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野1-2　　☎�0866-54-1314　 �0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　E-mail�kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

栄養委員の活動を紹介します

９月号から栄養委員による旬の野菜料理を掲載していきますので楽しみにしてください♪

　今回は、栄養委員が公民館や老人クラブ等と連携しながら
行っている男性料理教室を紹介します。この事業は、自分で
料理できる力を身につけることを目的として開催しています。

火災・救急
テレホンガイド

人口の
　うごき

人　口　11,929人（−60） 男　5,740人（−36）
女　6,189人（−24） 世　帯　5,509戸（−23）

●火 災 情 報��☎086−226−0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内��☎086−231−0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

※平成29年４月１日現在　（　）は前月との増減

　町内在住で、コミュニケーション色彩心理学キュービック
指導者の小川智子先生をお招きし、「色とりどり・生きる力」
と題して研修会を開催しました。研修会では、私たちの身近
にある様々な色のもつ力を解説してくださりました。その中
でも、自身の心のうちを選んだ色から読み取り、その傾向を
知って毎日を生きることの大切さを教わりました。このこと
を地域の皆さんとの関わりにも活かしていきたいと思います。

愛育委員会活動報告

栄養委員は、健康づくり活動を推進している地域のボランティア組織です。
�地　区�…�８支部　　 �会員数�…�52人
�活動内容�…�乳幼児期から高齢期まで幅広くかかわっています。
� 親子食育教室、赤ちゃん登校日、食育推進活動、地区サロン
� 男性料理教室、公民館老人大学、ヘルシーバイキング
� 広報活動、文化祭、イベント等

ご寄附に感謝します  育英資金（敬称略）
香典返し（金一封）　草地　一恵（高　富）、森本　賴人（広　面）
この育英資金は皆さまからのご寄附によって運営しています。会計管理室、各支所、出張所でご寄附を随時受け付けています。

津賀支部

鶏肉のケチャップ焼き、
切干大根の酢の物、

豆腐となめこのみそ汁、
りんご

男性料理教室
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